
max
𝑿,𝒀,𝑨,𝑩,𝑸,𝑪𝑺,𝑽

$$
1
2
𝛽*+ ( 𝑄*+ ,

+∈.*∈/

⽬的関数
(2次式)

𝐶*+ = 𝑐*+012 −𝛽*+ ( 𝑄*+,∀	𝑘 ∈ 𝐾, 𝑙 ∈ 𝑁 需要関数

𝐵34 +$𝑋53*4

5∈.

= 𝐴3*4 + $ 𝑌3*44!

4!∈6
∀	𝑘 ∈ 𝐾, 𝑛 ∈ 𝑁, 𝑚 ∈ 𝑀

ノ ー ド 交
通量保存

$ 𝐴3*4

4∈6

= 𝑄*3, ∀	𝑘 ∈ 𝐾, 𝑛 ∈ 𝑁 起 点 交 通
量保存

$𝑄3+
+∈.

= $ 𝐵34

4∈6

, ∀	𝑛 ∈ 𝐾 終 点 交 通
量保存

$𝑋57*4

*∈/

≤ 𝑔574 ( 𝑍574 ,∀	𝑖 ∈ 𝑁,𝑗 ∈ 𝑁,𝑚 ∈ 𝑀 サ ー ビ ス
供給条件

$𝐶*+𝑄*+
+∈.

≥

			𝑉* +$$ $ (𝑒574

4∈67∈.5∈.

+𝑣 ( 𝑡574 )𝑋57*4

+$ $ $ 𝜏344!
( 𝑌3*44!

4!∈64∈63∈.

, ∀	𝑘 ∈ 𝐾

起 点 別 の
費 ⽤ 負 担
条件
(内生変数
間の積を

含む)

変数: 𝑄*+OD交通量, 𝐶*+⼀般化費⽤, 𝑋53*4 リンク交通量
, 𝑌3*44!乗継交通量,𝑍574 	サービス存在, 𝑉*費⽤負担

表-1 費用分担SQCPの定式化


